
使用済み切手を日本キリスト教海外医療協力会へ寄付しています。

【概要】

使用済み切手を日本キリスト教海外医療協力会へ寄付。

寄付した切手は、アジアやアフリカの保健医療協力のために役立てられます。

約5,000枚 ⇒ タンザニアの看護学生1人の1年分の教科書代

約12,000枚 ⇒ インドネシアの助産師学校で1ヶ月分の授業料

約20,000枚 ⇒ ウガンダの助産師学校で半年分の授業料

【内容】

人事へ郵送で届いた封筒、社内便で回ってきた古封筒から切手を切り取って缶に入れて貯めて、

缶がいっぱいになったら日本キリスト教海外医療協力会関西事務局へ発送。

頻度は1年に1～2回。1回が長3封筒いっぱい程度。

10年くらい前、ユアサ工機がエコキャップ運動を始めた際、人事でも何か他にできることはないか考え、

始めた取組。

【効果】

・ゴミの削減

・発送する際の料金（封筒代、送料）はかかるが、

　その他費用はかけずアジアやアフリカの医療に

　貢献できる。
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２．廃棄物の削減

【使用済み切手のリサイクル】


